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飛
行
場
設
定
隊
の
衛
生
兵 

山
形
県 

 

島 

貫 

荘
兵
衛 

 
 

  

私
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
一
月
五
日
、
山
形
県

西
置
賜
郡
豊
原
村
大
字
萩
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
男
子
一
人
、

女
子
五
人
の
六
人
兄
弟
の
長
男
で
す
。
家
は
田
が
二
町
一

反
の
普
通
の
上
の
ク
ラ
ス
の
米
作
農
家
で
、
父
母
共
に
健

在
で
し
た
。 

 

徴
兵
検
査
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
七
月
で
、
第

一
乙
種
合
格
の
現
役
編
入
で
、
兵
科
は
衛
生
兵
で
し
た
。

当
時
の
世
相
で
は
軍
隊
に
入
れ
る
こ
と
は
男
子
と
し
て
本

懐
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
衛
生
兵
に
な
ぜ
指
命
さ
れ
た
の

か
判
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

年
の
暮
れ
に
入
隊
通
知
が
き
て
、
そ
れ
に
は
昭
和
十
八

年
一
月
十
九
日
に
広
島
に
集
合
と
あ
り
、
い
よ
い
よ
お
国

の
た
め
に
御
奉
公
で
き
る
ぞ
と
気
持
ち
が
高
ぶ
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
一
月
十
八
日
、
豊
原
村
を
舟
山
敏
雄
氏
と

二
人
で
出
発
、
村
の
人
達
に
送
ら
れ
て
米
坂
線
の
萩
生
駅

か
ら
出
征
し
ま
し
た
。 

 

十
九
日
、
広
島
駅
に
到
着
、
指
定
の
宿
屋
に
集
合
し
ま

し
た
。
山
形
県
出
身
者
が
四
十
三
人
、
宮
城
県
出
身
者
が

七
人
で
、
合
計
五
十
人
が
集
合
し
ま
し
た
。
行
先
は
満
州

ハ
イ
ラ
ル
の
第
三
二
一
部
隊
で
、
正
式
名
は
関
東
軍
ハ
イ

ラ
ル
第
一
陸
軍
病
院
で
あ
り
ま
し
た
。 

  

そ
の
原
隊
の
ハ
イ
ラ
ル
か
ら
伍
長
さ
ん
が
我
々
初
年
兵

を
迎
え
に
来
て
い
ま
し
た
。
宿
舎
で
、
家
か
ら
着
て
い
た

物
一
切
を
脱
い
で
、
軍
隊
用
の
下
着
か
ら
軍
服
ま
で
に
着

替
え
、
脱
い
だ
物
を
纏
め
て
小
包
に
し
荷
札
を
つ
け
て
家

に
送
り
返
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
軍
隊
で
は
体
に
合
わ
せ

る
の
で
は
な
く
、
服
や
靴
に
体
や
足
を
合
わ
せ
る
の
で
、

こ
の
理
屈
に
ま
ず
、
と
ま
ど
い
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

何
も
か
も
全
く
新
し
い
社
会
に
入
れ
ら
れ
、
今
ま
で
の

世
間
の
常
識
が
通
用
し
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
の
に
相
当

の
日
数
が
か
か
り
ま
し
た
。 

 

ご
わ
ご
わ
し
た
軍
服
（
冬
服
）
の
上
衣
を
着
て
皮
の
帯

革
を
締
め
る
と
、
流
石
に
き
り
っ
と
し
て
軍
人
ら
し
く
な
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り
、
気
も
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
加
え
て
帯
剣
を
腰
に
吊

り
、
襟
に
一
ツ
星
が
着
き
、
軍
帽
を
目
深
に
か
ぶ
る
と
我

な
が
ら
帝
国
軍
人
の
一
人
に
な
れ
た
と
喜
び
が
湧
い
て
き

た
こ
と
を
六
十
年
経
っ
た
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
小
銃

は
衛
生
兵
の
た
め
か
渡
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

昭
和
十
八
年
一
月
二
十
一
日
、
広
島
駅
か
ら
列
車
で
下

関
に
行
き
、
釜
山
行
き
の
輸
送
船
に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
。

船
室
の
丸
い
窓
か
ら
見
え
る
玄
界
灘
の
荒
波
は
、
護
衛
の

駆
逐
艦
が
、
我
々
の
船
を
前
に
な
り
後
に
な
り
な
が
ら
護

っ
て
く
れ
て
い
る
姿
が
見
え
、
有
難
い
こ
と
だ
と
思
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

 

釜
山
に
上
陸
し
た
時
に
「
ニ
ン
ニ
ク
」
の
臭
い
が
し
、

途
端
に
こ
れ
が
大
陸
の
臭
い
だ
な
あ
ー
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
朝
鮮
半
島
を
北
上
、
寒
々
と
し
た
沿
線
の
農
村

風
景
を
眺
め
な
が
ら
鮮
満
国
境
を
越
え
、
満
州
国
領
内
に

入
り
、
広
大
な
大
陸
に
び
っ
く
り
し
な
が
ら
満
州
国
四
平

省
四
平
街
邸
屯
の
独
立
歩
兵
第
六
十
二
部
隊
に
入
隊
し
ま

し
た
。 

 

そ
の
時
は
古
年
兵
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
に
行
っ
て
い
て
留
守

だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
が
間
も
な
く
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
二
カ
月
間
歩
兵
の
訓
練
と
教
育
を
受
け
ま
し
た
。

三
八
式
歩
兵
銃
の
扱
い
方
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
歩

兵
と
し
て
の
基
礎
教
育
を
受
け
た
も
の
の
一
期
の
検
閲
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
二
カ
月
間
の
歩
兵
教
育
を
終
え
て
ハ

イ
ラ
ル
の
第
一
陸
軍
病
院
に
復
帰
し
て
、
今
度
は
本
職
の

衛
生
兵
教
育
を
二
カ
月
間
受
け
ま
し
た
。
教
育
係
に
上
等

兵
と
そ
の
上
に
伍
長
が
い
ま
し
た
。
ホ
ー
タ
イ
の
巻
方
、

三
角
巾
の
使
用
法
、
担
架
で
患
者
の
担
送
法
や
衛
生
学
科

等
々
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

病
棟
は
内
科
、
外
科
、
伝
染
病
科
等
が
あ
り
、
私
は
内

科
の
病
棟
勤
務
で
し
た
。
そ
し
て
夜
は
不
寝
番
、
昼
間
は

患
者
の
看
護
、
静
脈
注
射
等
で
あ
り
ま
し
た
。 

  

初
年
兵
は
古
年
兵
の
身
の
廻
り
の
世
話
も
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
古
年
兵
は
九
州
出
身
者
が
多
く
、
気
の
荒

い
人
が
多
い
の
で
ビ
ン
タ
を
相
当
も
ら
い
ま
し
た
。 

 
昭
和
十
九
年
七
月
十
五
日
、
一
選
抜
の
上
等
兵
に
な
っ
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た
頃
に
内
地
の
情
況
も
厳
し
く
な
り
、
米
機
の
空
襲
も
激

し
く
な
り
、
飛
行
場
の
分
散
配
置
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
内
地
の
九
州
の
都
城
に
西
部
第
一
三
六
部
隊
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
飛
行
場
設
定
部
隊
で
、
そ
の
第

三
中
隊
の
衛
生
兵
要
員
に
私
が
採
用
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

 

七
月
二
十
日
頃
、
ハ
イ
ラ
ル
を
出
発
し
ハ
ル
ピ
ン
で
集

合
、
釜
山
か
ら
九
州
の
門
司
港
に
上
陸
、
大
分
県
の
日
の

出
台
に
一
週
間
滞
在
し
、
都
城
飛
行
場
に
赴
い
た
時
に
、

ち
ょ
う
ど
米
軍
機
の
爆
撃
に
遭
遇
し
防
空
壕
に
退
避
し
ま

し
た
。 

 

満
州
で
は
遭
遇
し
た
こ
と
も
な
い
事
態
を
内
地
へ
来
て

初
め
て
体
験
し
、
こ
の
戦
争
の
行
方
に
一
抹
の
不
安
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

飛
行
場
の
真
中
に
大
き
な
穴
が
あ
い
て
い
ま
し
た
。
日

本
が
初
空
襲
さ
れ
た
時
の
こ
と
で
し
た
。
着
任
の
申
告
も

そ
こ
そ
こ
に
し
て
復
旧
工
事
に
か
か
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
十
台
分
の
土
を
投
げ
入
れ
て
、
転
圧
機
で
十
分
に
転
圧

し
、
復
旧
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
内
地
着
任
早
々
の
仕
事

で
し
た
。
幸
い
負
傷
者
も
無
く
、
衛
生
兵
と
し
て
は
ま
あ

ま
あ
の
出
発
で
し
た
。 

 

こ
の
飛
行
場
設
定
大
隊
は
満
州
全
体
か
ら
の
寄
せ
集
め

た
部
隊
で
、
ハ
ル
ピ
ン
で
団
結
式
を
や
り
ま
し
た
。
設
定

隊
と
は
名
ば
か
り
で
飛
行
場
の
爆
撃
の
跡
始
末
ば
か
り
で
、

日
の
丸
の
飛
行
機
が
飛
ん
で
く
る
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
カ
所
の
飛
行
場
に
固
定
す
る
こ
と
な
く
何

カ
所
も
受
け
持
っ
て
い
た
の
か
、
時
に
は
一
カ
所
に
三
カ

月
も
滞
在
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

公
民
館
か
民
宿
に
寝
泊
ま
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

部
隊
の
給
与
は
例
に
も
れ
ず
代
用
食
に
な
り
、
腹
具
合
が

悪
く
な
る
兵
隊
が
多
く
な
り
、
衛
生
兵
の
私
の
出
番
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
隊
の
装
備
は
ト
ラ
ッ
ク
十
五
台
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
五
台
、
ロ
ー
ラ
ー
車
五
台
等
で
し
た
。 

  

私
は
満
州
か
ら
都
城
に
転
属
す
る
時
に
、
特
に
許
可
さ

れ
て
山
形
へ
二
泊
三
日
の
休
暇
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
お
り

ま
し
た
。 

 

終
戦
に
な
っ
て
都
城
で
部
隊
が
解
散
に
な
り
、
何
も
持

た
ず
自
宅
ま
で
の
交
通
切
符
と
米
を
三
日
分
持
っ
て
家
へ
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帰
り
ま
し
た
。
八
月
二
十
日
で
し
た
。 

 

昭
和
二
十
一
年
三
月
に
結
婚
、
現
在
一
男
三
女
の
親
と

し
て
農
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

北
満
勤
務
に
つ
い
て 

山
梨
県 

 

小 

林 

要 

吉 
 

 

  

私
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
一
日
、
山
梨
県
北

巨
摩
郡
韮
崎
町
水
神
に
出
生
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年

三
月
、
韮
崎
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
し
た
。
書
き
方
を
得

意
と
し
成
績
は
上
位
で
し
た
。 

 

昭
和
十
三
年
、
徴
兵
検
査
は
甲
種
合
格
で
、
昭
和
十
四

年
一
月
入
営
と
な
り
、
入
営
す
る
者
二
十
人
を
代
表
し
て

挨
拶
を
し
た
。
大
阪
で
検
査
を
受
け
数
日
し
て
大
阪
港
を

出
て
大
連
港
、
奉
天
（
瀋
陽
）、
新
京
（
長
春
）
を
経
て
璦

琿
へ
着
く
。
二
月
の
こ
と
と
て
寒
く
、
便
所
の
時
だ
け
甲

板
に
出
る
。 

 

部
隊
は
満
州
国
黒
河
省
第
六
国
境
守
備
隊
第
二
中
隊

（
中
川
隊
）
に
入
隊
。
私
は
速
射
砲
隊
に
配
属
さ
れ
、
砲

の
口
径
は
一
七
〇
ミ
リ
、
五
人
で
一
門
で
三
人
で
牽
引
す

る
。
時
に
馬
で
引
く
場
合
も
あ
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で

「
ソ
軍
」
の
戦
車
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
速
射
砲




